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大
和
高
取
城
に
関
す
る
文
献
史
学
的
研
究

は

じ
め
に

金

松

誠

大
和
高
取
城
に
関
す
る
文
献
史
学
的
研
究
は
、
戦
前
か
ら

い
く
つ
か
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
伝
承
や
二
次
史
料
に
依
拠

し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
ま
た
そ
の
た
め
各
氏
に
よ

っ
て
見
解
が
異
な

っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は

一
次
史
料
を
悉
皆
的
に
収
集
し

た
上
で
、
そ
れ
を
最
優
先
し
、
二
次
史
料
は
史
料
批
判
し
た
上
で
補
助
的
に
取
り
扱
う
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
問

題
に
取
り
組
む
。

第

一
章
で
は
中
世
に
お
け
る
高
取
城
の
変
遷
と
各
時
期
ご
と
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
二
章
で
は
織
豊
期
に
お
け
る
高
取
城
の

変
遷
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
三
章
で
は
第
二
章

で
の
成
果
を
基
に
織
豊
期
に
お
け
る
各
時
期
ご
と
に
高
取
城

が
担

っ
た
役
割
を
考
察
す

る
。以

上

の
考
察
に
よ

っ
て
高
取
城

の
実
態
に
迫
る
。

な
お
、
本
稿
で
の
考
察
対
象
時
期
は
慶
長
五
年

(
一
六
〇
〇
)
の
関
ヶ
原
合
戦
の
前
ま
で
と
し
、
そ
れ
以
降
に
関
す
る
こ
と
は
触
れ
な
い
。

第

一
章

中
世
に
お
け
る
高
取
城
の
変
遷
と
各
時
期
ご
と
の
役
割

本
章

で
は
中
世
高
取
城

の
変
遷
を
考
察
す
る
。
こ
こ
で
は
高
取
城
だ
け
で
な
く
、
中
世
高
取
城
主
越
智
氏
の
拠
点
城
館
で
あ
る
越
智
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城

・
貝
吹
山
城
な
ど
と
の
関
連
を
視
野
に
入
れ
て
、
通
史
的
に
考
察
を
行
う
。

越
智
氏
の
拠
点
城
館
の
史
料
的
初
見
は
・水
享
四
年

(
一
四
三
二
)
の
越
智
城
と
壷
阪
寺
で
あ
る
。

両
者
の
関
係
は
、
相
対
的
に
越
智
城
が
平
時
的
な
場
と
し
て
、
壷
阪
寺
が
詰
城
的
な
場
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
ま
た
、
壷
阪
寺
は
吉

野

へ
逃
れ
た
際
の
復
帰
の
拠
点
と
も
な

っ
て
い
た
。

な
お
、
越
智
城
と
壷
阪
寺
は
応
仁

の
乱
頃
に
お

い
て
、
西
軍

の
大
和
の
拠
点
的
役
割
を
担

っ
て
い
た
。

十
六
世
紀
以
後
、
両
者

の
記
述
は
、
越
智
城
は
永
正
三
年

(
一
五
〇
六
)
、
壷
阪
寺
は
永
正
八
年

・
永
禄
六
年

(
一
五
六
三
)
以
外

に

は
見
ら
れ
な
く
な
る
。

そ
し
て
、
永
正
八
年
に
高
取
城
が
史
料
に
現
れ
る
。
古
市

・
筒
井

・
十
市
氏
の
山
ノ
城
よ
り
早
く
出
現
し
た
要
因
は
、
国
人
と
し
て
の

最
盛
期
を
大
和
五
大
国
人
の
中
で
も
早
く
迎
え
た
こ
と
が
、
そ
の

一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

高
取
城
は
、
当
初
領
域
支
配
の
た
め
に
築
か
れ
た
も
の
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
相
対
的
に
戦
時
を
意
識
し
た
山
城
で
あ

っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
以
前
同
様
敗
れ
た
ら
吉
野

へ
逃
げ
て
復
帰
の
機
会
を
窺
う
こ
と
を
念
頭
に
入
れ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。

天
文
年
間
に
入
る
と
、
大
規
模
な
山
城
に
発
達

し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
有
力
国
人
に
依
拠
し
て
大
和
支
配
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い

た
興
福
寺
に
と

っ
て
重
要
な
政
治
的
地
位
を
占
め
る
ほ
ど
の
山
城

へ
と
発
展
す
る
。

そ
し
て
、
高
取
城
は
天
文
年
間
半
ば
頃
に
は
筒
井
氏

・
十
市
氏
の

「山

ノ
城
」
同
様
に
、
居
館

の
詰
城
と
い
う
枠
を
越
え
て
、
広
域
の

勢
力
圏
全
体
11
越
智
郷
全
体
の
詰
城
と
し
て
、
政
庁
的
な
機
能
も
備
え
た
居
城
と
い
う
段
階
に
ま
で
発
展
し
て

い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

天
文
十
五
年

(
]
五
四
六
)
に
史
料
に
現
れ
る
貝
吹
山
城
と
の
並
存
期
に
は
、
高
取
城
の
占
め
る
ウ
ェ
イ
ト
が
低
下
し
、
立
地
的
に
領

域
支
配
に
適
し
た
貝
吹
山
城
の
方
が
、
よ
り
拠
点
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し

て
、
こ
の
並
存
関
係
は
越
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智
氏
家
中

の
対
立
と
も
無
関
係
で
は
な
く
遅
く
と
も
永
禄
期
後
半
以
降
、
惣
領
の
民
部
少
輔
家
高
が
高
取
城
、
庶
流
の
伊
予
守
家
増
が
貝

吹
山
城
、
と
い
う
よ
う
に
惣
領
と
庶
流
が
別
々
の
山
城
を
拠
点
と
し
て
い
た
。
こ
の
段
階
で
は
、
両
城
は
相
互
依

存
関
係
に
は
な
く
、
ま

た
、
貝
吹
山
城
を
拠
点
と
す
る
庶
流

の
方
が
、
惣
領
よ
り
も
力
を
持

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
永
禄

十
二
年

(
一
五
六
九
)
十

月
ま
で
に
民
部
少
輔
が
松
永
方
と
な
り
、
十

一
月
に
松
永
方
が
伊
予
守
か
ら
貝
吹
山
城
を
奪
取
し
た
際
、
民
部
少

輔
も
そ
の
戦
に
大
き
く

関
わ

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
民
部
少
輔
が
貝
吹
山
城
を
預
か

っ
た
と
思
わ
れ
、

一
時
期
惣
領
に
権
力
が
集
中

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
が
、
元
亀
二
年

(
一
五
七

一
)
に
、
伊
予
守
の
手
に
よ
り
、
民
部
少
輔
は
高
取
城
に
お
い
て
、
生
害
す
る
に
至

っ
た
。

そ
し
て
、
天
正
八
年

(
一
五
八
〇
)

の
織
田
信
長
に
よ
る
大
和

]
国
破
城
に
よ
り
、
高
取
城
も
例
に
も
れ
ず
に
廃
さ
れ
た
。

以
上
、
越
智
氏
段
階
の
高
取
城
は
、
当
初
は
軍
事
的
な
性
格
が
強
か

っ
た
が
、
そ
の
後
、
平
時

・
戦
時
を
問
わ
ず
、
越
智
氏
の
領
域
維

持

.
支
配

の
た
め
の
政
治
的

・
軍
事
的
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担

っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
貝
吹
山
城
と
の
並
存

期
に
は
、
貝
吹
山
城
の

方

が
拠
点
と
し
て
中
心
的
な
役
割
を
担

い
、
高
取
城
の
占
め
る
ウ
ェ
イ
ト
は
低
下
し
て
い
く
。

そ
し
て
、
天
正
八
年

の
信
長
に
よ
る

一
国
破
城
に
よ
り
廃
城
を
迎
え
た
の
で
あ

っ
た
。

以
上
が
中
世
に
お
け
る
高
取
城
の
変
遷
と
各
時
期
ご
と
の
役
割
に
関
す
る
考
察
で
あ
る
。

第
二
章

織
豊
期
に
お
け
る
高
取
城

の
変
遷

織
豊
期
に
お
け
る
高
取
城
の
変
遷
を
考
察
す
る
。
こ
こ
で
は
特
に
、
城
主
の
変
遷
を
中
心
に
通
史
的
に
考
察
す
る
。

天
正
十
二
年

(
一
五
八
四
)

二
月
上
旬
、
筒
井
順
慶
に
よ
り
松
蔵
弥
八
郎
の
も
と
に
、
高
取
城
が
復
興
す
る
。
お
そ
ら
く
羽
紫
秀
吉
の
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詔

関

与
が
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

同
十
三
年
閏
八
月
十
九
日
、
筒
井
定
次
の
伊
賀
国
替
に
よ
り
、
高
取
城
は
大
和
国

の
領
主
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
羽
柴
秀
長
に
渡
さ
れ
る
。

そ
の
時
脇
坂
安
治
が
、
実
際
に
秀
長
が
大
和
入
国
を
果
た
す
九
月
中
旬
ま
で
の
間
、
引
継
役
程
度
で
高
取
城
主

(城
代
)
に
な

っ
た
可

能

性
が
あ
る
。

そ
し
て
脇
坂
の
後
、
天
正
十
六
年
九
月
に
本
田
武
蔵
守
が
秀
長
家
臣
と
し
て
確
認
さ
れ
る
ま
で
の
間
か
、
遅
く

と
も
同
二
十
年
に
そ
の

息

本
田
因
幡
守
が
壱
岐
風
本
城
代
と
し
て
朝
鮮
役
の
間
赴
く
ま
で
の
間
に
、
本
田
武
蔵
守

・
本
田
因
幡
守
が
高
取
城
主
に
な

っ
た
と
思
わ

れ
る
。
脇
坂
が
去

っ
た
直
後
に
本
田
氏
が
入
城
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
間
に
他
の
誰
か
が
高
取
城
主
に
な

っ
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か

に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

第

三

章

各

時

期

ご

と

に
高

取

城

が

担

っ
た

役

割

織
豊
期

の
高
取
城
は
、
政
治
的
に
は
、
筒
井
順
慶

・
筒
井
定
次
が
郡
山
城
主
の
時
期
に
お
い
て
は
、
そ
の
家
臣

が
高
取
城
の
管
理
等
を

担

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
取
城
は
郡
山
城

の
属
城
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

羽
柴
秀
長

・
羽
柴
秀
保
が
郡
山
城
主
の
時
期
に
お
い
て
、
豊
臣
政
権
武
家
官
位
制

の
論
理
上
、
「武
家
清
華
家

」
で
あ

っ
た
秀
長

・
秀

保

は
高
取
城
主
の
本
田
武
蔵
守

・
因
幡
守
を
自
ら
の
諸
大
夫
と
し
て
い
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
す
な
わ
ち

、
高
取
城
も
郡
山
城
の
属

城

と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

そ
し
て
、
文
禄
四
年

(
一
五
九
五
)
に

「武
家
清
華
家
」
の
家
格
で
は
な
い
増
田
長
盛
が
郡
山
城
主
と
な

っ
た
段
階

で
、
本
田
因
幡
守
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は
豊

臣
秀
吉
直
属
の
諸
大
夫
と
な
り
、
独
立
し
た
大
名
と
な

っ
た
。
そ
れ
に
伴

い
、
高
取
城
も
政
治
上
単
独
の
本

城
と
し
て
機
能
し
て
い

っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

機

能
的
役
割
と
し
て
は
、
郡
山
城
の
詰
城
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
は

一
貫
し
て
、
特
に
大
和

盆
地

南
部

・
吉
野
方
面
で
未
だ
く
す
ぶ
り
続
け
る
反
乱
分
子
の
大
和
国
衆
を

一
掃
す
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担

っ
て
い
た
と
い

え

る
。

お
わ

り

に
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以
上
の
検
討
に
よ
り
、
高
取
城
の
変
遷
、
各
時
期
ご
と
の
役
割
が
あ
る
程
度
鮮
明
に
な

っ
た
。

越

智
氏
の
段
階
は
、
当
初
は
軍
事
的
色
彩
が
強
か

っ
た
が
、
そ
の
後
は
越
智
氏
の
領
域
維
持

・
支
配
の
た
め
の
政
治
的

・
軍
事
的
拠
点

と

し
て
の
役
割
を
担

っ
た
。

一
方
、
織
豊
政
権
下
の
段
階
は
、
基
本
的
に
は

一
貫
し
て
、
織
豊
政
権
に
よ
る
大
和
盆
地
南
部

・
吉
野

へ
の
支
配
を
浸
透
さ
せ
る
た
め

の
拠

点
と
し
て
の
役
割
を
担

っ
た
。

す
な
わ
ち
、
同
じ
高
取
城
で
も
大
和
の

一
国
人
で
あ
る
越
智
氏
の
段
階
と
、
織
豊
政
権
下
に
お
け
る
段
階
と
で
は
、
領
域
支
配
の
た
め

の
拠

点
と
し
て
高
取
城
が
機
能
し
て
い
た
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
領
主

レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
そ
の
目
指
す

と
こ
ろ

・
度
合
い
に
つ
い
て
は
決
定
的
な
差
が
見
受
け
ら
れ
た
。
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34

〔追

記

〕

修

士
論
文
は

『大
和
高
取
城
』

(城
郭
談
話
会

、
二
〇
〇

一
年
十

一
月
)
に
執
筆
し
た
同
題
目
の
論
文
を

一
部
改
稿

し
た
も
の
で
あ
る
。
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